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ドル/トン 大豆粕シカゴ定期の推移
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ｾﾝﾄ/ﾌﾞｯｼｪﾙ とうもろこしシカゴ定期の推移

５月限

３月限

飼料情勢 平成24年1月23日
１．とうもろこしのシカゴ定期は、１２月中旬以降南米の天候の乾燥懸念により上昇したが、１月１２日発表の米国農務省の需給見通しで１２月１日時点の在庫が事前予想を大
きく上回ったことから下落し、現在は６１０セント／ブッシェル前後の水準となっている。

２．大豆粕のシカゴ定期は、１２月中旬以降南米の乾燥懸念から３５０ドル／トン前後まで上昇したが、その後は南米の天候に左右されながら推移しており、現在は３４０ドル前
後で推移している。

３．海上運賃は、新造船が順調に竣工していること、世界的な景気の減速感の強まりにより輸送需要が減少していることから１２月中旬以降下落しており、現在は５０ドル／トン
前後の水準となっている。

４．外国為替は、欧州諸国の財政問題を契機として世界的に景気の減速感が強まってきているものの、日本の景気も回復の兆しが見られないことから７７円前後で一進一退の
相場展開となっている。
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ドル/トン 米国ガルフ/日本 パナマックス型 海上運賃推移表
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円/ドル ドル円為替相場（東京市場週末対顧客電信売相場）


